
 

 

 

 

 

 

 

 

校長  田山 満則 

 １０月１日（金）、完成間近の平瀬ダム建設現場へ見学に行きました。コロナ禍の中、現

在、平瀬ダムの見学は一般公開を控えているようですが、地元中学校の願いを錦川総合開

発事務所の方が叶えてくださいました。 

 感染症対策で分散しての見学となりましたが、近い将来、ダムへの貯水が始まるとのこ

とで、全校生徒がダム底などを見学できたことは、貴重な体験学習となりました。また、中

学校生活の思い出の１ページを彩ることもできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生は、総合的な学習の時間で、錦川の自然をテーマに探究的な学習を進めており、このた

びの見学の成果を１０月３０日（土）の文化祭で発表します。 

 

 

 

 １０月２日（土）、下松スポーツ公園体育館において、秋季県

体が開催されました。 

 ３年生にとっては、中学校生活最後の公式戦となりました。 

また、今年度から創部した女子バドミントン部からは１年生

の栗原 雫さんが初出場しました。 

 団体戦、ダブルス、シングルス、いずれも、初戦敗退でしたが、

選手全員、もてる力を発揮して試合に臨み、やりきった充実感

一杯で、大会を終えることができました。 
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【水没するダムの底で記念撮影する１年生】 

【試合後の集合写真】→ 



 

 

 

９月２９日（水）の午後、ブラインド（抜き打ち）避難訓練を行いました。 

  指導者は、元警察官で少年安全サポーターの岩中さんです。岩中さんが不審者役を行い、本校

教職員が対応しました。生徒は、２学期始めに確認していた避難時の「合い言葉」を校内放送で聞

くと同時に、教員の指示のもと、体育館に速やかに避難しました。 

【生徒の感想から】 ※要約です。 

○ 避難が始まってから気を付けたことは、なるべく足音をたて

ないようにしたことです。（中略）映像を見ました。不審者の人が

階段を少しずつ上がって行くときに、先生方が話をしながら進

行を止めてくださいました。 〈３年 柴田さん〉 

○ 避難中に感じたことは、一言もしゃべらず避難できたと感じ

ました。避難経路をしっかり確認して、すぐ避難できるように心が

けたいです。 〈２年 梅川くん〉 

○ SNS の話も聞いて、私もゲームや SNS をしているので、ど

んな事に気を付けたらいいのかも分かりました。また、あいさつ

をすることが、不審者対応のために大切だと聞いたので、自分

からあいさつできるよう習慣付けたいです 。 〈１年 栗原さん〉 

 

 

 １０月６日（水）の３、４校時、錦保健センターの調理場をお借りして、２年生の家庭科の授業で「料

理教室」を行いました。 

 食生活改善推進員錦支部の皆様にご指導をいただき、栄養バランスのよい食事の大切さや自分

で料理をする楽しさなどを味わう良い機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 藤原さんから「ムラサキシキブ」というかわいらしいお花をいただ

きました。藤原さんには、登校時の交通指導を行っていただいており、

児童生徒も安心して登校できています。 

 登校指導後、わざわざ来校いただき、持参してくださいました。 

 ありがとうございました。 

【不審者の進行を必死に止める教

員】 

 

 

 

【片付けを終えて、集合写真】 【本日のメニュー】 

 ・焼きカレーパン、トマトクリームスープ、あずきミルクゼリー 


